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芝生管理の問題点

，'，まえがき

近代スポーツと芝，高速道路と芝，緑の広場と芝，、公

園，庭園と芝，空港と芝…・・・今や我々の日常生活yこ芝生

は欠'かせない存在となった。それだけに芝生の管理手法

も進歩してきたが，また色々と問題も多くなってきたo

p 芝生の管理といっても庭園，公園，競技場， ..道路のの

り面そしてコ守ルフ場のグリーン P フェアウェイ， ラフと

夫、が使用目的陀ょiづ:て全く千差万別である。しかLな

がらこれらの芝生には「芝草」 とそれが生楼する 「こと

壌」と「肥培J:といラ点で、共通するものがあるのでζれ

らのF中で近頃学界(日本芝草学会うや研究会主日本グリ

←'ンキーンぇムズ協会〕や芝生をJ扱う現場を通七て感ぜ、らh

れ;5"芝生管理ηポイtントとその対策についτ考えてみた

いと思う o

1 芝草の品種 i

冬の1寒冷と積雪，夏め高温と早越せゴルァ場守の芝生に

甚大な被害をうけた今年ほど1耐候性の強い芝草品種の必

要性が痛感されk年はなかろう。:平時にあつだも最近は

ゴルコ場では一般のフ1レイヤーの技術が進歩じたのでグ

リ}ンFに対Lて高度の二、PuttingQuaHtgを要求されるL

よラにな仇芝密度が高く--c，.、逆目， )1固目、がない'均T な

市も速いグリーンが要求されてきたも， "'7.Sm~'ア玖4イで

は入場者の増加で'デ、ポッド:の、急速な恢復，使用頻度の増

した競技場では芝の損傷の速かな恢復，気象条件の悪い

潮田常
(日本ゲリーキーパーズ協会1技術顧問〉

ハイウェイののり面では耐寒， j耐梓性の強い芝生が要望1

される等々これらの諸々の要求に応ずる管理としてはま

ず適性な芝の品種が優先条件となる。

すなわちまず使用目的に適応じtた品種の選定が優先

し，それにつづいて土壌改良，施肥管理等の条件設定と

なる。そこで芝草品種による耐候性の相違や土壌管理に

関係ある芝草の耐性をまとめて御覧ピいれよう(第1表，

第 2表): 

E 芝地の土壌改良

ゴルフ場グリーソの床土は極端に.人工的色に造りあげら

れた主壌であり，フェアウェイこと壌もかなり人工作業が

加わり，まナこしばし同機械や人の足による踏圧が加わる

土壌なのでd 公園やのり面や競走場なιどとは異なった土

壌管理法がとられるが，そ仇で、もこれらには共通した管

理目標があり，相似の問題点をかかえ七いる。土壌の通

気性透水性の問題がこれである。芝生の土壌は芝草で年

中被われており，耕転ができないので，風雪Vこさらされーる

とそれだけで土壌は回結し易く，通気透71'くが悪I化する。

さらに根や茎葉の腐朽が加わって未分解の有機物の蓄積

が多くなるので，芝根の発育不良の環境が形成されるこ

ととなる。従って土壌の困結防止と腐朽有機物(サッチ

:1'''ット〉り除去さらには土壌改良資材ーの投入というよ

うな士壌管理が必要となってくる。

1. リノベーションと目土

第 1:表芝~草，の分類

、芝_-品 種 1一般名|、 一用 z 途

1 (~ 1 ノ シ・ パ|大芝|ゴルフ場のフェアウェイ，ラフ道路のり面
暖 l 日 1一 一一一一一一 一一一一 一一一 I_"_~_~----~..-I
地 |本|コ ウ ラ イ シ!パ|中芝 iゴルフ場のフェアウェイ，競技場，公園i 庭園
型Q I C:!;I: Iーー… ー一一一一一ー 一一一一一一一一一一| ↓ 
芝芝 '1ι| ヒメ コウライシ;ノミ 1，づ1芝| ゴルフ場のグリージ，庭園
草¥_./ 一一「

" -ミュダ、グ芳、ス(テイ;フトン) 1 ゴルフ場L 競技場，道路のθ面，空港

寒
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ゴルフ場

庭園，公園

(
冬
芝
)

芝

草

局、ルーグラス類(ヶγタッキーブ、ルーグラス，メリオン，デルタ干:う 、j 、ご | 公園，庭園

フェス b類(グリーピン tグν:手ドナ土jス〈タ，チュウイ γ グ，フ:三スク)" 1 -競技場
ライグラス類(イラリアンライグラス，ぇジニ7ルラ:1グラス) • • r :. :(fj~:り面
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第2表芝草の品種と耐性

〔強い〕← →〔弱し、〕

耐 寒 性:
ベレニアル ケンタッキー グリーピング コロニアノレ

日本、ンパ パーミュ夕、、グラス
ライグラス プノレーグラス ベントグラス ベント

耐 暑 性: 日本シパ ケンタグッキー
ブノレー ラス

耐 樟 性: 日本、ンパ コモンバーミュ夕、、

耐 病 性: 日本シパ コモンパーミュダ

耐土壌固結性:
コモン

日本シパ
パーミュダ

耐摩耗性: 日本シパ コモンパーミュタ

芝地の土壌改良法としては土壌の通気性，透水性を目

途とした機械によるリノベーション(更新作業〉が主体

となる。ゴノレフ場や公園，庭園ではこの他に目土をやる

が，目土は芝地土壌の改良に非常に有効であるから，経

費の許される限り実行すべき大切な土壌管理となる。リ

ノベーションとしては次のような作業がある。

① コアリング (Cormig)(穴あけ〉

グリーンセアで穴をあけ，細い円柱状の土柱(コア〉

を引きぬいて土中の通気性，透水性をよくする作業であ

る。この穴に肥料や土壌改良材を施用できるので芝地の

重要な土壌管理である。

② スライシング (Slicing)

鋼の刃で、土を垂直に切って土壌の固結をくずす作業。

③ フォーキング (Forking)

鋼のフォークを土に差しこんで静かに土を動かし土壌

の固結をゆるめる作業。

④ スパイキング (Spiking)

グリーピング
ライグラス

クリーピング
レッドフェグス ベントグラス

クリーピング ケンタグッキー グリーピング
レッドフェスク ブノレー ラス ベントグラス

ベレニアル ケンタグッキー グリーピング
ライグラス ブルー ラス ベントグラヌ

ケンタグッキー コロニアノレ グリーピング
ブルー ラス ベント ベントグラス

グリーピング コロニアル グリーピンク
レッドフェスク ベント ベントグラス

鋼の中空の爪などで土をスパイクして土中に空気をい

れる作業。

2. 土壌改良資材と地力増進法く政令〉

芝地(主として夏芝〉にも最近は土壌改良材が使用さ

れるようになったが，最近膨だしい数と量の土改材が出

廻るようになり，中には効果のし、かがわしいものまで販

売されるようになった。そこで政府(農水省〉は地力増

進法の発足に当って (59年5月18日官報告示〉使用者側a

にその内容や効果がはっきりと分って安心して使用でき

るような措置をとることになった。

すなわち政令指定によって改良資材の表示の適性化が

義務づけられるようになった。内容表示に当っては有機

物含量，腐植酸含量， CEC等の数字が明記されること

になっているので，これらを利用すれば有効に安心して

やれることになった。

現在の土壌改良資材の種類と生産量は第3表のごとく

である。(以下次号に続く〉

第3表 土壌改良資材の種類と生産量〔農水省農蚕園芸局農産課，昭和印刷

区分 種類 効 果 生産量 販売額(推計〉

土壌改良資材 1，070千トン 230 億

うち

1. 肥料効果のないもの

泥炭(ビートモス等〉 通気・透水性等の改善

ゼオライト(鉱物〉 保肥力増大 170 140 

ベントナイト(鉱物〉 漏水防止，保肥力増大

ポリピニルアルコール等 一一一 団粒形成促進

腐熟促進剤 稲わら等の分解促進

うち

2. 肥料効果を併せ有するもの
900 90 

堆肥くパーグ堆肥等〉 通気・透水性等の改善

腐植酸肥料 保肥力増大


